















































































国際常民文化研究叢書 14　2021 年 3月
表 1　「砺波の民具」に見られる牛馬に関する民具の比較
番号 種類 点数 接続部 形態 対象物 行為 時間 空間
1 犂（スキ） 56 あり ∠形＋輪状 土・草 割る・切る 耕耘 農地
2 馬鍬（マグワ） 23 あり 枠状／∠形＋輪状 土・草 割る・切る 耕耘 農地
3 尻枷（スルカス） 12 あり 棒状（丸棒）＋輪状 道具 曳く 耕耘 農地
4 耕鞍（クラ） 12 あり 枠状 道具 曳く 耕耘 農地
5 首枷（クビキ） 4 あり 棒状（直線・へ字形）道具 曳く 耕耘 農地
6 胸繫（ハモ） 5 あり U形／棒状 道具 曳く 耕耘 農地
7 引綱（ヒキテ） 5 あり 縄状 道具 曳く 耕耘 農地
8
頭絡（トウラク）・轡（クツワ）・馬
銜（ハミ）・手綱（タナワ・タヅナ） 9 あり 縄状／輪状 馬 操る 耕耘 農地
9 口籠（クチカゴ） 4 あり 器状＋縄状 馬（口） 操る 耕耘 農地
10 馬の蓑（ウマのペッペ） 2 なし 布状 馬（背） 守る 耕耘 農地
11 馬の鈴（ウマのスズ） 1 あり 板状＋縄状 音 立てる 行事 道
12 蹄鉄（テイテツ） 6 あり U形 馬（蹄） 守る 運搬 道
13 馬の草鞋（ウマのワラジ） 1 あり 円形＋縄状 馬（蹄） 守る 運搬 道
14 乗馬用の鞍（ノリクラ） 1 あり 布状（立体）＋縄状 人 乗せる 運搬 道
15 馬橇（バソリ） 3 あり 枠状 荷物 載せる 運搬 道
16 馬のモッコ（ウマのモッコ） 1 なし 網状＋枠状 荷物 載せる（入れる） 運搬 道
17 飼葉桶（ウマモンオケ） 9 なし 器状 飼料 保つ 世話 馬屋
18 馬盥（ウマダライ） 6 なし 器状 湯 保つ 世話 馬屋
19 飼葉釜（ウマモンのオオガマ） 2 なし 器状 飼料 煮る 世話 馬屋
20 押切り（オシギリ） 12 なし 板状＋枠状 飼料 切る 世話 馬屋
21 馬の櫛（ウマのクシ） 1 なし 板状＋線状 馬 梳く・搔く 世話 馬屋



























































































































































































































































































































時間 空間 種類（種） 点数（点）
耕耘時 農地 10 132
運搬時 道 5 12
世話時 馬屋 6 31























































































































































（ 1）御殿場市文化財審議会（編）『文化財のしおり 22 御殿場の
変わりゆく職業』（御殿場市教育委員会、1984年）には、装蹄
組合や装蹄のための道具も報告されている。
（ 2）河野通明「農耕・畜産・山樵用具―民具から歴史を探る―」
『国際常民文化研究叢書 6―民具の名称に関する基礎的研究―
［民具名一覧編］』神奈川大学国際常民文化研究機構、2014年
（ 3）香月洋一郎（著）『馬耕教師の旅「耕す」ことの近代』法政
大学出版局、2011年
（ 4）野本寛一（著）『牛馬民俗誌　野本寛一著作集Ⅳ』岩田書
院、2015年
（ 5）遠野市立博物館（編）『馬のくらし』遠野市立博物館、1990
年、福島県立博物館、横須賀倫逹（編）『馬と人の年代記～大
陸から日本、そして福島へ～』福島県立博物館、2006年など
がある。
（ 6）指定時の文化庁発表資料より
（ 7）安ヵ川恵子「犂の形態と犂耕法の相関関係―富山県内の
犂の分布調査から―」本書 p. 255
（ 8）馬鍬（マグワ）と同じグループには、「砺波の民具」には、
同様の形態であり対象物や行為も同じであるため、ハロー・回
転式砕土機も含んでいる。
278
（ 9）『目録』　p. 33
（10）『目録』　p. 45
（11）『目録』　p. 51
（12）『目録』　p. 51
（13）『目録』　p. 56
（14）『目録』　p. 52
（15）砺波郷土資料館の安ヵ川恵子氏によると、同様のものは年
貢を納める際にも使われたという。
（16）『目録』　p. 55
（17）『目録』　p. 56
（18）『目録』　p. 543
（19）砺波市史編纂委員会（編）『砺波市史資料編 4（民俗・社
寺）』（砺波市、1994年）によると、砺波地域では、屋敷の敷
地内に馬屋を設ける、あるいは、土間（ネワ）の一角に馬を
飼っていたとされる。また、前庭（ニャーワ）にて、世話をす
るという記述もみられた。 
（20）馬の首に掛けるために縄が通るようになっているものもみ
られる。
（21）『目録』　p. 52
（22）砺波では大麦・屑米・豆殻・切り藁等を与えていた。（『目
録』　p. 55）
（23）『目録』　p. 72
（24）『目録』　p. 56
（25）田や道で必要に応じて使われたことも想定できるが、今回
は主に使われる場所として、馬屋としておく。
（26）『目録』　p. 56
（27）砺波市史編纂委員会（編）『砺波市史資料編 4（民俗・社
寺）』　1994年 p. 20
（28）『目録』　p. 45
（29）本共同研究で調査したベトナム社会主義共和国フエ市周辺
では、牛馬に関する民具として、耕耘や信仰（小祠に納められ
る故人の魂を運ぶ馬）に用いられる民具がみられた。世界各地
で牛馬が人に使役され、文化形成に関わっていることを考える
と、本稿で用いた手法の検討を深めていくことで、牛馬に関す
る民具の理解に関する研究の国際的な展開も見込まれる。
　写真出典／提供元は 1～10、12～23は砺波市教育委員会、写真
11は砺波市立砺波郷土資料館
